
3 月１日 2026 年          イエス様は福音を伝える為に来られた 

 

１．故郷ナザレの会堂で 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) イザヤの書 61 章を朗読された 

「きょう、聖書のこのみことばが、あなたがたが聞いたとおり実現しました。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２）ナザレの人々の応答：イエス様の御言葉を受け入れられず、拒絶した。御業がみられない。 

 

 

 

 

 

２．カペナウムの会堂で；人々はイエスの言葉と権威を認めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2）イエス様を心から受け入れた：多くの癒しと奇跡の御業を見た 

 

 

 

 

 

ルカ 4:16 それから、イエスは に行き、いつものとおり安息日に会堂にはい

り、朗読しようとして立たれた 17 すると、預言者イザヤの書が手渡されたので、その書を開いて、

こう書いてある所を見つけられた。18 「わたしの上に主の御霊がおられる。主が、貧しい人々に福

音を伝えるようにと、わたしに油を注がれたのだから。主はわたしを遣わされた。捕われ人には赦

免を、盲人には目の開かれることを告げるために。しいたげられている人々を自由にし、19 主の恵

みの年を告げ知らせるために。」20 イエスは書を巻き、係の者に渡してすわられた。会堂にいるみ

なの目がイエスに注がれた。21 イエスは人々にこう言って話し始められた。「きょう、聖書のこの

みことばが、あなたがたが聞いたとおり実現しました。」 

18 「わたしの上に主の御霊がおられる。主が、貧しい人々に福音を伝えるようにと、わたしに油を

注がれたのだから。主はわたしを遣わされた。捕われ人には赦免を、盲人には目の開かれることを告

げるために。しいたげられている人々を自由にし、19 主の恵みの年を告げ知らせるために。」 

イエス様は、ご自分が旧約聖書の預言で預言されている、救世主であると宣言された 

ルカ 4:22 みなイエスをほめ、その口から出て来る恵みのことばに驚いた。そしてまた、「この人

は、ヨセフの子ではないか。」と彼らは言った。28 これらのことを聞くと、会堂にいた人たちはみ

な、ひどく怒り、29 立ち上がってイエスを町の外に追い出し、町が立っていた丘のがけのふちまで

連れて行き、そこから投げ落とそうとした。 

 

ルカ 4:31 それからイエスは、 。そして、安息日ごとに、人々を教

えられた。32 人々は、その教えに驚いた。そのことばに権威があったからである。33 また、会堂

に、汚れた悪霊につかれた人がいて、大声でわめいた。34 「ああ、ナザレ人のイエス。いったい私た

ちに何をしようというのです。あなたは私たちを滅ぼしに来たのでしょう。私はあなたがどなたか知

っています。神の聖者です。」35 イエスは彼をしかって、「黙れ。その人から出て行け。」と言われた。す

るとその悪霊は人々の真中で、その人を投げ倒して出て行ったが、その人は別に何の害も受けなかった。

36 人々はみな驚いて、互いに話し合った。「今のおことばはどうだ。権威と力とでお命じになったので、

汚れた霊でも出て行ったのだ。」37 こうしてイエスのうわさは、回りの地方の至る所に広まった。 

ルカ 4:40 日が暮れると、いろいろな病気で弱っている者をかかえた人たちがみな、その病人をみもと

に連れて来た。イエスは、ひとりひとりに手を置いて、いやされた:41 また、悪霊どもも、「あなたこそ

神の子です。」と大声で叫びながら、多くの人から出て行った。イエスは、悪霊どもをしかって、ものを

言うのをお許しにならなかった。彼らはイエスがキリストであることを知っていたからである。42 朝に

なって、イエスは寂しい所に出て行かれた。群衆は、イエスを捜し回って、みもとに来ると、イエスが

自分たちから離れて行かないよう引き止めておこうとした。 



3 月１日 2026 年          イエス様は福音を伝える為に来られた 

 

 

 ３．イエス様の宣教 

 

 

 

 

➔ 貧しい人々に、福音を伝える為に遣わされたイエス様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➔ イエス様の上に主の御霊がおられた 

1） イエス様はヨハネから水の洗礼を受けられた【ルカ 3：21－22】 

聖霊が鳩のような形をしてイエス様の上に下られた 

2） イエス様は聖霊に満ちておられた。【ルカ 4:1】 

3） イエス様は、聖霊に導かれて悪魔の試みを受けられるために荒野に行かれた【ルカ 4:1】 

4） イエス様は、悪魔の試みに対して、神様の御言葉によって勝利された 

5） イエス様は、カペナウムにおいて、御言葉を教え、病を癒し、悪霊を追い出された。 

 

➔ 聖霊様の約束【ヨハネ 14：26】 

イエス様は弟子たちにも聖霊を受けて主の証人となるように命じられた【使徒 1：8】 

使徒行伝は弟子たちが聖霊を受けて、聖霊に導かれて福音を伝えた記録。 

 

 

 

18 「わたしの上に主の御霊がおられる。主が、貧しい人々に福音を伝えるようにと、わたしに油を

注がれたのだから。主はわたしを遣わされた。捕われ人には赦免を、盲人には目の開かれることを告

げるために。しいたげられている人々を自由にし、19 主の恵みの年を告げ知らせるために。」 

➢ 捕われ人には赦免を、 

➢ 盲人には目の開かれることを告げるために。 

➢ しいたげられている人々を自由にし、 

➢ 主の恵みの年を告げ知らせるために。 

     【貧しい人々】  

様々な苦しみの中にある人々 

救いが必要な人々 

肉体的な病、精神的な病、困窮者、貧困者 

 

 主の恵の年：ヨベルの年 

ヨベルの年（Year of Jubilee）は、旧約聖書の『レビ記』25 章に定められた、7 年ごとの安息年を 7 回

繰り返した翌年、50 年目に訪れる大恩赦の年です。この年には土地の返還、奴隷の解放、借金の免除

が行われ、社会構造がリセットされる「解放と喜びの年」とされています 

➔ メッセージ：イエス様は貧しい人に福音を伝えるために来られた. 主の御霊と共に働かれた 

1. イエス様は故郷の会堂で大胆に「自分が預言されていた、救世主である」と宣言されました 

私達は、イエス様によって罪が贖われ、神の子とされました。クリスチャンとなりました。 

家族の前で、友人の前で、世の中で、大胆に自分は誰であるかを宣言しましょう。 

  ２．イエス様は、父なる神様から油注ぎを受けて、使命を全うする為に遣わされたと宣言されました。 

    私達は、イエス様によって聖霊の約束をいただき、宣教の使命を受けてこの地に遣わされています。 

    私達も、この世では自分の人生ではなくて、神様の使命の人生があることを宣言しましょう。 

  ３．イエス様の使命は「貧しい人々に福音を伝えること。主の恵の年を伝えること」「人々を罪から解放

すること」であると宣言されました。 

    私達も、同じように福音を伝え、聖霊様の力により神様の御業を行うことが使命です。 

  ４．イエス様は、聖霊様とともに貧しい人々を訪問され、罪を赦し、癒し、解放されました。 

    私達も聖霊様によりたのみ、日々行くべき所、人々を聖霊様に聞いてまいりましょう。 

 

➔ 貧しい人々とは？ 

➢ イエス様の故郷の人々は、イエス様の教えを受け入れましたか。彼らの心の状態はどうでしたか。 

➢ 神様の御言葉を受け入れる心を持つ人々。肉体的な病や精神の病を持つ人々、困難、困窮の中にあ

る人々、救いを必要としている人々。【カペナウムの人々】 

➢ マタイ 5:3 「心の貧しい者は幸いです。天の御国はその人のものだからです。 


